
中学校統合後の遠距離通学支援に係る要望への対応等について 

＜赤崎中学校・綾里中学校統合＞ 

 

 

１ 統合後のスクールバスに関すること 

 

①朝の時間をもう少し遅くしてほしい。 

 ルートを修正し、出発時間の調整をしました。（別紙案のとおり） 

 

②長崎外口についてはルートを綾里と別にしてほしい。 

 外口を出発点とするルートの増設を検討します。（別紙案のとおり） 

 

③バス停は行政区ごとの指定ではなく、最寄のバス停を選択させてほしい。 

 令和２年度末に、学校を通じて、各生徒の利用バス停の調査を行いますので、

各家庭においてバス停を選択してください。バスの定員の関係から、調整す

る場合がありますので、各ご家庭のご理解ご協力をお願いします。 

 

④小路のバス停は２箇所にしてほしい。 

２箇所として検討します。（別紙案のとおり） 

 

⑤野々前のバス停は２箇所にしてほしい。 

２箇所として検討します。（別紙案のとおり） 

 

⑥野々前ルートのバス停を綾里駅から綾姫ホールに変更してほしい。 

バス停のうち、「綾里駅」を「綾姫ホール」に変更します。 

 

⑦有事の際の対応や安全確保をしっかりしてほしい。 

 生徒の安全確保を第一に、あらかじめ、スクールバス乗車時における災害発

生等を想定した、マニュアル等を作成します。 

 

⑧バスの運行時間の変更や運休などについては、きずなメールなどで早めの連

絡をしてほしい。 

保護者の皆様への運行時間の変更等の連絡については、原則学校からの連絡と

なります。連絡体制を整え、学校、運行業者、教育委員会で連絡を密にし、連

絡に遅れが出ないよう努めます。 

 

 

 

 



⑨降雪時でも通常時刻で運行するのか。 

 降雪時を想定した時刻表を別に作成する予定はありません。できる限り時刻

表にそった運行を行いますが、走行時の安全を優先しますので、降雪時には

多少の遅れがある場合も考えられます。ご理解ご協力をお願いいたします。 

 

 

⑩スクールバス、三陸鉄道、県交通バスを自由に選択しても、自己負担無く利

用できるようにしてほしい。また、通学支援の方法を自由に選ばせてほしい。 

遠距離通学の支援方法については、スクールバスの他、公共交通機関を利用

した場合の遠距離通学費補助金の制度がありますが、スクールバスを運行す

る学区では、公共交通機関を利用しても、遠距離通学費補助金は対象外とな

ります。 

 

 

⑪砂子浜線の土砂災害等の安全対策や修繕等を行ってからスクールバスを運

行してほしい。 

 市道については、随時必要な修繕を行っているところですが、過日の台風に

よる路面被害などで、市内でも一部の道路に復旧していない箇所があるなど、

皆様には大変ご不便をおかけしております。砂子浜のルートについては、現

在もスクールバスを運行しており、現時点では通常運行が可能な状態となっ

ておりますが、今後とも、修繕等が必要な場合には随時対応を検討してまい

りますので、ご理解ご協力をお願いいたします。 

 

 

⑫中学生は勉強道具に加え、部活用具もある。全員の荷物の積み込みは可能か。 

  スクールザックと部活用具のための大きめのサブバックを想定しておりま

すが、積み込みは可能であると考えています。 

 

 

⑬便数が少なく、綾里から通学する生徒の負担が大きいのではないか。 

  現在運行しているスクールバスについても、中学生便については、登校が

１便、下校は部活動のある生徒と、ない生徒用に２便となっており、現在

スクールバスを利用している市内の他の中学校への対応と同程度の便数と

なっており、適切な便数であると考えています。（現在運行中の越喜来中、

吉浜中については登校１便下校１便対応。統合後の第一中学校については

登校１便下校２便予定） 

 

 



２ その他の意見・要望 

 

①通学先を東朋中学校にするか、他校に学区外通学するか検討中である。他校

に学区外通学する場合、その学校のスクールバスの乗車対象となるのか。 

 学区外通学の場合、通学に係る支援はありませんので、原則ご家庭での対応

となります。 

 

②吉浜地区では高校生もスクールバスに乗ることが出来ると聞いている。同じ

市内なので利用条件に差が無いようにしてほしい。 

 吉浜地区での高校生のスクールバス乗車については、地区内に県交通バスな

どの公共交通が通っていないため、これを補填するための運行であると考え

ています。なお、高校生の利用は吉浜駅までとなっております。 

 

③三陸鉄道の赤字解消について配慮すべき。子ども達にも公共交通機関を使え

るようになってほしい。 

  遠距離通学の支援方法については、スクールバスの他、公共交通機関を利

用した場合の遠距離通学費補助金の制度があります。現在の学区ごとに、

そのどちらか一方を選択することは可能ですが、今回の統合の場合、現在

の綾里中学校区の生徒が全員、遠距離となる状態であることや、それぞれ

の居住地域から既存の公共交通までの距離が遠距離であること、登下校に

適した時間帯の公共交通の運行状況などを総合的に判断し、スクールバス

運行としたものです。 


